
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

指

導

監

査

室

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

治

山

課

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

農

地

を

利

用

す

る

権

利

の

設

定

に

関

す

る

裁

定

農

村

振

興

課

の

申

請

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

岡

山

県

公

報

令和３年１１月５日 第１２３４２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
一
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
み
ど
り
の
丘

２

所
在
地

岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
五
一
二
八
番
地
の
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
緑
風
会

２

所
在
地

岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
五
一
〇
二
番
地
の
一

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
五
〇
一
〇
二
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

短
期
入
所
生
活
介
護

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ク
レ
ヨ
ン

２

所
在
地

苫
田
郡
鏡
野
町
竹
田
七
六
八

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
稲
の
穂

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

美
作
市
稲
穂
二
〇
七

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
三
五
〇
〇
〇
八
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

生
活
介
護

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

み
ず
た
ま

２

所
在
地

高
梁
市
伊
賀
町
八
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

高
梁
市
高
倉
町
大
瀬
八
長
一
六
五
六
番
地
一

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
九
〇
〇
〇
五
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
）

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
共
同
生
活
援
助
吉
備
路

２

所
在
地

総
社
市
三
須
一
二
二
五
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
吉
備
路
の
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
小
寺
一
五
五
三
番
地
一

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
二
〇
八
〇
〇
〇
六
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

共
同
生
活
援
助
（
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
）

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

共
同
生
活
援
助
吉
備
路
（
短
期
入
所
）

２

所
在
地

総
社
市
三
須
一
二
二
五
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
吉
備
路
の
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
小
寺
一
五
五
三
番
地
一

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
八
〇
〇
五
六
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

短
期
入
所

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
南
区
山
田
字
奥
砂
場
二
一
一
七
の
三
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



〔
四
五
九
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

笠
岡
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル

所
在
地

笠
岡
市
笠
岡
二
三
八
八
番
地
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

笠
岡
マ
ル
セ
ン
開
発
株
式
会
社

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

森
年

美
和

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

変
更
す
る
理
由

新
規
入
店
の
た
め

名
称

コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社

住
所

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
西
宮
原
二
丁
目
二
番
一
七
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

疋
田
直
太
郎

４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
八
月
二
十
五
日

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
十
月
十
八
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
三
年
十
一
月
五
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
七
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



〔

〕

（

）

、

四
六
〇

農
地
法

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号

第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団
）
か
ら
農
地
を
利

用
す
る
権
利
の
設
定
に
関
し
裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積

所
在
及
び
地
番

地
目

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

備
前
市
穂
浪
字
柄
吐
四
四
番
一

田

七
一
五

二

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況

農
地
所
有
者
が
死
亡
し
て
お
り
、
耕
作
の
事
業
に
従
事
す
る
者
が
不
在
と
な
っ
て
い
る
。

三

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細

裁
定
手
続
後
に
、
岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成

財
団
）
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
。

四

希
望
す
る
農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

及
び
そ
の
支
払
の
方
法

補
償
金
の
支
払
の
方
法

農
地
を
利
用
す
る

借
賃
に
相
当
す
る

存
続
期
間

権
利
の
始
期

補
償
金
の
額

令
和
四
年
一
月
一

権
利
の
始
期
か
ら
令

七
、
一
五
〇
円

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
始
期

日

和
十
三
年
十
二
月
三

ま
で
に
岡
山
地
方
法
務
局
備
前

十
一
日
ま
で

支
局
に
供
託
す
る
。

五

意
見
書
の
提
出

（

。
）

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
等

農
地
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
有
者
等
を
い
う

は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
（
金
）

２

提
出
先

岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課

３

記
載
事
項

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事

(1)
務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容

(2)

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
当
該
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画

(3)

意
見
書
を
提
出
す
る
者
が
当
該
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由

(4)

意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由

(5)

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

(6)

令和３年１１月５日　岡山県公報　第１２３４２号



〔
四
六
一
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

高
梁
市
落
合
町
阿
部
字
石
田
五
一
一
番

四
・
〇
〇

二
六
・
五
〇

建
第
二
〇
二
六
号

五
、
五
二
七
番
九
、
五
二
七
番
一
一
、
五

令
和
三
年
十
月
二
十

一
一
番
五
地
先
道
、
五
二
七
番
一
一
地
先

六
日

道
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〔
四
六
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
釼
先
キ
四
四
〇

二
、
四
四
〇

五

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
水
江
一
〇
三
六

五
セ
レ
ッ
ソ
Ⅱ
Ｂ
棟

－

田
岡

悠
太

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
七
月
二
日

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
一
五
号
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